
2017
 SUMMER

CONTENTS
02 ● 使うことで守れるもの

～カーボンオフセットサイディング～

10 ● Fu-geのポイント

12 ● 新商品紹介

18 ● Topics & More

460
平成29年7月3日発行

VOL.

［ナビュー］ Nichiha across the view

視点の先の未来を見つめて

2016年
最優秀レジリエンス賞（住宅・建築）受賞

2015年
優秀賞受賞

使うことで
守れるもの
～カーボンオフセット
サイディング～



ニ
チ
ハ
の
あ
た
り
ま
え
が

世
の
中
の
あ
た
り
ま
え
に
。

戦
後
、復
興
に
向
け
て
木
材
の
需
要
は
高
ま
る

一
方
で
、戦
時
中
の
乱
伐
に
よ
る
森
林
資
源
の
枯

渇
は
、は
な
は
だ
し
く
、木
材
の
調
達
は
困
難
な

時
代
で
し
た
。工
業
振
興
に
よ
る
近
代
化
の
観
点

か
ら
も
、廃
材
の
高
度
利
用
に
ハ
ー
ド
ボ
ー
ド
の

生
産
が
最
適
で
あ
る
と
企
業
化
を
決
定
。そ
れ
ま

で
林
業
経
営
で
か
え
り
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
間

伐
材
や
木
材
資
源
の
有
効
利
用
を
目
的
と
し
て
、

日
本
ハ
ー
ド
ボ
ー
ド
工
業
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。名
古
屋
工
場
に
お
い
て「
ゴ
ー
ル
デ
ン
」

ブ
ラ
ン
ド
の
ハ
ー
ド
ボ
ー
ド
と
と
も
に
イ
ン
シ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の
生
産
設
備
を
併
設
し
、そ
の

製
品
化
を
図
っ
て
い
き
ま
し
た
。住
宅
の
外
装
材

は
、1
9
6
0
年
ご
ろ
か
ら
普
及
し
て
い
た
合
板

下
見
よ
り
、優
れ
た
表
面
性
と
品
揃
え
の
豊
富

さ
が
評
価
さ
れ
、外
装
材「
ゴ
ー
ル
デ
ン
サ
イ
デ
ィ

ン
グ（
ハ
ー
ド
ボ
ー
ド
）」は
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
代
名

詞
に
な
る
ほ
ど
知
名
度
が
上
が
り
ま
し
た
。

不
燃
化
に
は
煙
！

建
築
基
準
法
の
改
正
に
よ
り
、外
壁
材
に
も
不
燃

化
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。重
要
な

カ
ギ
と
な
っ
た
の
は
、当
時
、社
員
が
建
材
使
用

に
模
索
し
て
い
た
時
に
目
に
し
た
、一
枚
の
炭
酸

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
板
。水
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
と
炭
酸

ガ
ス
か
ら
製
造
し
た
、強
度
の
あ
る
炭
酸
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
板
が
防
火
外
装
材
誕
生
の
第
一
歩
と
な

り
ま
し
た
。水
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
購
入
で
賄

う
も
、炭
酸
ガ
ス
の
調
達
方
法
の
ヒ
ン
ト
は
、見
上

げ
た
工
場
の
空
に
あ
り
ま
し
た
。ハ
ー
ド
ボ
ー
ド
の

製
造
ラ
イ
ン
か
ら
吹
き
上
が
る
煙
か
ら
炭
酸

ガ
ス
を
抽
出
し
、原
料
に
使
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア

が
浮
か
び
ま
し
た
。当
時
、四
日
市
の
公
害
問
題

も
あ
り
、中
京
地
区
の
製
造
業
者
に
は
排
煙
の

処
理
が
急
務
で
あ
っ
た
た
め
、時
代
に
マ
ッ
チ
す
る

形
に
。当
時
の
資
本
金
の
2.

5
倍
も
の
設
備
投

資
を
行
い
、業
界
に
先
駆
け
た
不
燃
材
の
完
成
に

向
け
て
邁
進
し
た
2
年
間
の
試
行
錯
誤
の
末
、

1
9
7
4
年
日
本
で
初
め
て
、防
火
外
装
材「
モ

エ
ン
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
」は
誕
生
し
ま
し
た
。

無
石
綿
化
を
き
っ
か
け
に

基
材
は
進
化
の
道
筋
を
あ
ゆ
む

常
に
業
界
に
先
駆
け
た
商
品
を
開
発
し
て
き
た

ニ
チ
ハ
。当
時
、海
外
で
石
綿
の
危
険
性
が
指
摘
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
て
、無
石
綿
化
を
決
断
。国
内

で
石
綿
を
含
む
製
品
の
製
造
・
使
用
が
禁
止
と

な
っ
た
の
は
、2
0
0
6
年
の
こ
と
。そ
の
ず
っ
と

昔
、1
9
8
1
年
か
ら
原
料
に
石
綿
（
ア
ス
ベ

ス
ト
）を
一
切
使
用
し
な
い
完
全
無
石
綿
化
を

実
施
し
ま
し
た
。無
石
綿
化

に
成
功
し
た
開
発
チ
ー
ム
の

次
な
る
課
題
は
、耐
凍
害
性

に
優
れ
た
寒
冷
地
域

向
け
外
装
材
の
開
発

で
し
た
。「
モ
エ
ン

サ
イ
デ
ィ
ン
グ
W

（
硬
質
木
片
セ
メ

ン
ト
板
）」の
開

発
に
成
功
し
た
こ
と
で
、

外
装
材
は
全
国
展
開
へ
。さ
ら
に
、

造
形
性
に
優
れ
た
厚
物
高
級
外
装
材「
モ
エ
ン

エ
ク
セ
ラ
ー
ド
」と
い
う
新
し
い
分
野
を
切
り
開

き
、木
質
系
材
料
を
補
強
繊
維
と
し
た
乾
式
成

型
法
に
よ
り
、耐
凍
害
性
、寸
法
安
定
性
、成
型

性
な
ど
に
優
れ
た
基
材
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

「
捨
て
る
も
の
を
捨
て
な
い
。」が

製
品
を
成
熟
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
対
す
る
答
え

ハ
ー
ド
ボ
ー
ド
、モ
エ
ン
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
、無
石
綿

化
。す
べ
て
は
時
代
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
、そ
の

根
底
に
は
無
駄
と
さ
れ
る
も
の
、見
捨
て
ら
れ
て

い
る
も
の
を
う
ま
く
活
用
し
付
加
価
値
を
あ
げ

る
と
い
う
ニ
チ
ハ
の
企
業
精
神
が
宿
っ
て
い
ま
す
。

創
業
以
来
培
っ
て
き
た
木
材
資
源
の
活
用
技
術

を
生
か
し
、原
料
に
国
産
木
材
チ
ッ
プ
を
使
用
し

た「
オ
フ
セ
ッ
ト
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
」、国
産
木
材
の
中

で
も
間
伐
材
に
限
定
し
た
外
壁
材「
カ
ー
ボ
ン

オ
フ
セ
ッ
ト
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
」は
、木
が
生
長
過
程

で
吸
収
し
た
Ｃ
Ｏ
2
を
閉
じ
込
め
る（
固
定
化
）効

果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。日
本
の
森
林
資
源
を

守
り
、地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る
、そ
れ

が
、こ
れ
か
ら
の
環
境
共
生
時
代
に
ニ
チ
ハ
が
取
り

組
む
一
つ
の
答
え
で
す
。

ま
る

の
枯

難
な

観
点

ド
の

れ
ま

た
間て

、
さ
れン

」

時
代
に
合
わ
せ

最
良
の
製
品
へ
と
進
化

た
。無
石
綿
化

開
発
チ
ー
ム
の

は
、耐
凍
害
性

冷
地
域

開
発

エ
ンWメ開た

こ
と
で
、

国
展
開
へ
。さ
ら
に
、

特集
使うことで
守れるもの

「
モ
エ
ン
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
」は
当
時
の
業
界
で
は
目
新
し

い
商
品
で
あ
り
、施
工
業
者
さ
ん
は
、そ
の
素
材
や
施

工
方
法
に
関
す
る
知
識
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
こ
で
施
主
さ
ん
や
施
工
業
者
さ
ん
に
よ
り
早

く
効
果
的
に「
モ
エ
ン
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
」を
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
、実
際
の
施
工
例
を
数
多
く
み
て
も
ら
う

こ
と
を
考
え
、1
9
7
5
年
6
月
、業
界
に
先
駆
け

「
モ
エ
ン
施
工
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」を
実
施
し
ま
し
た
。

インシュレーション
ボード生産第1号
（9×18尺）

モエンサイディングの試作ライン

廃
材
の
高
度
利
用
が

ハ
ー
ド
ボ
ー
ド
へ

ハ
ー
ド
ボ
ー
ド
か
ら

モ
エ
ン
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
へ

時
代
に
先
駆
け
た
、

製
品
の
無
石
綿
化

高
級
化
、そ
し
て
エ
コ
外
壁
へ

合板工場の廃材。この有効活用を目的にハードボードは開発された

公害問題と資源調
達の2つの課題を
解決。マイナスをプ
ラスに転換

厚物高級外壁材モエンエクセラード
を使用した施工例

　　間伐材・国産材の
端材を活用。

　　製材後の端材を木材チップに
し、外壁材の原料に。40年以上
培ってきたニチハの独自技術です。

国産木材チップを
活用した「張るだ
けで環境貢献」で
きる地球に優しい
ニチハだけが持つ
外壁材です。

　　外壁材として使用する
ことで、木が吸収したCO2
の放出を防止（固定化）。

モエンサイディングを使用した当時の施工例

当時のモエンエクセラードの生産ライン

張るだけで環境貢献
「ニチハのエコ外壁」
オフセットサイディングの最大の特長は、
国産木材の利用促進とCO2固定化。
張るだけで環境貢献ができます。 1 2 ３

おもに
建築用資材
になる部分

背板や端材と
なる部分

～カーボンオフセット
サイディング～

「ゴールデンサイディング」の施工例。この経験が、
後の防火外装材「モエンサイディング」の開発、
販売に大いに役立つこととなりました。
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地
球
温
暖
化
対
策
の
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
と
し
て
。

な
ぜ
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
が

必
要
か
。

カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
っ
て
何
？

ニ
ッ
ポ
ン
の
森
を
守
り
、
育
て
る
。

ニ
チ
ハ
エ
コ
外
壁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

自
然
が
吸
収
で
き
る
Ｃ
Ｏ
2
に
対
し
て
、私
た
ち
人
間
が

出
す
Ｃ
Ｏ
2
は
2
倍
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。自
分
の
Ｃ
Ｏ
2

排
出
量
に
責
任
を
持
ち
、Ｃ
Ｏ
2
を
減
ら
す
努
力
を
す
る

こ
と
、そ
の
上
で
Ｃ
Ｏ
2
削
減
・
吸
収
を
行
う
活
動
を
応
援

し
、よ
り
多
く
の
Ｃ
Ｏ
2
削
減
・
吸
収
を
促
す
こ
と
。2
つ
の

ア
ク
シ
ョ
ン
を
同
時
に
行
う
こ
と
の
で
き
る「
カ
ー
ボ
ン・
オ
フ

セ
ッ
ト
」で
地
球
の
未
来
の
た
め
の
、第
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

木
を
使
う
ほ
ど
森
が
育
つ
。人
の
手
を
入
れ
森

林
の
木
を
計
画
的
に
間
伐
し
、木
に
日
光
を

行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
で
森
を
大
き
く
育
て
ま

す
。深
く
根
を
張
り
大
き
く
育
っ
た
木
は
Ｃ
Ｏ
2

の
吸
収
量
が
増
え
地
盤
が
強
く
な
り
、土
砂

災
害
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、森
林
の
育

成
に
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。

ニ
チ
ハ
の「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
サ
イ
デ
ィ

ン
グ
」に
使
わ
れ
る
木
材
チ
ッ
プ
は
、1
0
0
％

オ
フ
セ
ッ
ト
ク
レ
ジ
ッ
ト（
Ｃ
Ｏ
2
排
出
権
）付

き
の
国
産
間
伐
材
で
す
か
ら
、購
入
代
金
が

森
を
育
て
る
活
動
に
還
元
さ
れ
ま
す
。つ
ま

り
、選
ぶ
人
が
増
え
る
ほ
ど
、Ｃ
Ｏ
2
削
減
と
森

林
の
育
成
に
貢
献
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

昨
年（
2
0
1
6
年
）5
月
に
開
催
さ

れ
た
G
7
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
に
お

い
て
、日
本
政
府
は
国
内
の
企
業
や
自

治
体
と
協
力
し
、カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ

ト
を
実
施
。気
候
変
動
対
策
へ
の
姿

勢
を
国
際
的
に
示
し
、国
内
の
地
球

温
暖
化
対
策
に
対
す
る
理
解
と
協
力

へ
の
機
運
を
高
め
ま
し
た
。ニ
チ
ハ
は
、

1,
0
0
0
ｔ-

C
O
2
の
自
社
保
有
ク

レ
ジ
ッ
ト
を
提
供
し
、こ
の
取
り
組
み

に
協
力
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、外
壁
材

製
造
時
の
C
O
2
排
出
量
の
削
減
に

よ
り
創
出
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
、ニ
チ

ハ
で
は
製
造
時
に
年
間
約
8,
0
0
0
ｔ 

-

C
O
2
以
上
の
C
O
2
削
減
を
達
成
、

同
時
に
製
品
原
料
に
国
産
木
材
を
使

用
す
る
こ
と
で
年
間
約
20
万
ｔ-

C
O
2

の
固
定
も
行
っ
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
お
け
る
カ
ー
ボ

ン・
オ
フ
セ
ッ
ト
の
重
要
性
は
2
0
1
4

年
3
月
に
策
定
さ
れ
た「
わ
が
国
に
お

け
る
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
の
あ
り
方

に
つ
い
て（
指
針
）第
2
版
」〈
環
境
省
〉

の
中
で
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、気
候
変

動
の
分
野
に
お
い
て
、パ
リ
協
定
に
基
づ

く
新
し
い
国
際
的
枠
組
み
が
ス
タ
ー
ト

す
る
2
0
2
0
年
を
見
据
え
、今
後

も
、ニ
チ
ハ
で
は
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

G
7
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
へ
協
力

自
社
保
有
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
提
供
し
ま
し
た
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
う
ち
、ど
う
し
て
も
削
減
で

き
な
い
量
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
、他
の
場
所
で
の
排
出

削
減
・
吸
収
量
で
埋
め
合
わ
せ
＝
オ
フ
セ
ッ
ト
す
る
こ
と
。

例
え
ば
商
品
の
製
造
・
使
用
に
と
も
な
う
排
出
量
に
見

合
っ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
調
達
し
、温
室
効
果
ガ
ス
が
オ
フ

セ
ッ
ト
さ
れ
た
商
品
と
し
て
提
供
し
ま
す
。こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
は
地
球
温
暖
化
対
策
に
貢
献
す
る
手
段
の
ひ
と
つ

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

削減・吸収活動費を援助

クレジット（排出権）

「ニチハエコ外壁プロジェクト」の仕組み
～カーボンオフセットサイディングの場合～

「ウッドデザイン賞2015」
奨励賞（審査委員長賞）

【カーボンオフセットサイディング】
【カーボンオフセットサイディング】 【ニチハエコ外壁プロジェクト】

「Forest Good 2015
一間伐・間伐材利用コンクール」
製品づくり・利用部門 特別賞

「第1回ジャパン・レジリエンス・
アワード（強靭化大賞）2015」
企業・産業部門 優秀賞

特
集

削減できない量を他の場所で
削減・吸収する活動

-CO2

努力した
CO2削減量

どうしても削減できない
CO2排出量

＋CO2
オフセット

（埋め合わせ）

直接削減できないCO2排出分を、植林やクリーンエネ
ルギー関連の事業などで相殺する、カーボン・オフ
セットに用いるために発行されるクレジットのこと。※1

クレジットとは

現在 380ppm

年1.9ppm増
（1995～2005年平均）

自然の吸収量

炭素トン／年

（2000～2005年平均） （2000～2005年平均）
31億 炭素トン／年72億

人為的な排出量

適切な間伐を行った
山林では木々が良く
生長しCO2をぐんぐん
吸収します。

木材に閉じこめ
たCO2の固定量
をクレジットに

製品に含まれる
間伐材の割合に
応じたクレジット
（CO2排出権）が
付いてきます。日本の森林資源を守り地球温

暖化を防ぐプロジェクトなどに
参加することで、オフセットクレ
ジット購入代金を森に還元

・環境にやさしい“都市ガス１３A”への燃料転換
・業界初のJ-クレジット制度（旧国内クレジット制度）※

  の事業承認を取得
・2009年以降、年間約900トンのCO2排出量削減を達成

・クリーンエネルギー“液化天然ガス（LNG）”への燃料転換
・2010年度、年間約7,500トンのCO2排出削減を達成（国内最大級）
・J-クレジット制度（旧国内クレジット制度）※

  の事業認証（国内最大級）を2012年10月に取得

カーボン・オフセットのしくみ温室効果ガスの排出量と
吸収量のバランス

間伐する

間伐材

ニチハ
製品化

製品使用
植樹

育てる

オフセット
クレジット

オフセット
クレジット

オフセット
クレジット

オフセット
クレジット

ニ
チ
ハ
が
購
入

施主
様が

ご購
入

※モエンセクセラード16ｍｍ厚品約120枚
使用の場合 ※「家庭の省エネ大辞典」（財
団法人省エネルギーセンター／2007年版）
が示す条件に基づき、冷暖房1時間使用に
よるCO２排出量を約30ｇとして計算。

１軒の住宅で
カーボンオフセットサイディングを

使用した場合
CO2固定量約800kg-CO2／
CO2吸収量約400kg-CO2＝

CO2削減量合計約1200kg-CO2

冷暖房の使用を1日2時間×54年間ストップした場合と
同じだけCO2排出量を削減したことになります。

※ J-クレジット制度／省エネルギー機器の導入や森林経営などの取り組みによるCO2などの温室効果ガスの排出削減量や吸収量を「クレジット」として、国が認証する制度です。
本制度は、国内クレジット制度とJ-VER制度が統合した制度で、国により運営されています。

ニ
チ
ハ
い
わ
き
工
場 

L
N
G

サ
テ
ラ
イ
ト
基
地

ニ
チ
ハ
マ
テ
ッ
ク
ス

習
志
野
工
場

高
効
率
ガ
ス
ボ
イ
ラ

使うことで守れるもの
～カーボンオフセットサイディング～

ニ
チ
ハ
の
取
り
組
み
が

高
い
評
価
を
得
る
。

製
造
時
の

C
O
２
排
出
量
を
削
減

※2 「カーボンオフセットフォーラム」（環境省） （env.go.jp）を加工して作成 ※1 オフセットクレジット(J -VER)制度 http://www.j-ver.go.jpを加工して作成　
※2 「カーボンオフセットフォーラム」（環境省） （env.go.jp）を加工して作成

間伐によってアップしたCO2

の吸収量をクレジットに

※2
※2

※2

※2

大気中の自然なCO2濃度
280ppm
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宮
城
県
の
最
西
南
端
に
位
置
し
、南
は
福

島
県
、西
は
山
形
県
に
接
す
る
南
蔵
王
の
麓

の
町
、宮
城
県
七
ヶ
宿
町（
し
ち
か
し
ゅ
く
）。

江
戸
時
代
、奥
州
と
羽
州
を
結
ぶ
道
が「
山

中
七
ヶ
宿
街
道
」と
称
さ
れ
、７
つ
の
宿
場
が

あ
っ
た
こ
と
が
町
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま

す
。町
の
９
割
が
山
林
の

豊
か
な
自
然
と
、清
流
に

恵
ま
れ
、宮
城
県
民
約

1
8
0
万
人
の
み
ず
が
め
、

七
ヶ
宿
ダ
ム
が
あ
る
水
源

の
町
で
す
。

　

七
ヶ
宿
町
で
は
２
年
前

よ
り
、地
方
創
生
戦
略
の

一
環
と
し
て「
地
域
担
い

手
づ
く
り
支
援
住
宅
」を

整
備
。
若
者
世
帯
の
定

住
化
を
促
進
し
、地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
よ

る
地
域
活
性
化
を
目
的

に
、町
外
か
ら
の
移
住
者

を
迎
え
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
住
宅（
３
号
棟
・４
号

棟
）の
外
壁
材
に
、1
0
0
％
オ
フ
セ
ッ
ト

ク
レ
ジ
ッ
ト（
Ｃ
Ｏ
2
排
出
権
）付
き
の
国
産

間
伐
材
の
木
材
チ
ッ
プ
を
原
料
と
し
た
ニ
チ

ハ
の
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
が

採
用
さ
れ
、こ
の
度
、「
カ
ー
ボ
ン・オ
フ
セ
ッ
ト

証
明
書
」の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
た

新
た
な
取
り
組
み

　
「
地
方
自
治
を
取
り
巻
く
環
境
は
極
め

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
て
、私
が
町
長

を
引
き
受
け
た
平
成
26
年
秋
ご
ろ
は
、人
口

が
確
か
1
5
4
3
名
だ
っ
た
ん
で
す
が
、今

は
1
4
8
3
名
。
約
２
年
半
で
60
名
近
く

減
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
当
然
、高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
町
で
す
か
ら
自
然
減
は
あ
り
ま

す
が
、自
然
増
の
可
能
性
は
か
な
り
低
い
。

人
口
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
き
ま
す
」。お
話

し
く
だ
さ
る
の
は
、町
長
の
小
関
幸
一
氏
。

七
ヶ
宿
町
に
は
高
等
教
育
ま
で
は
整
っ
て

い
る
も
の
の
、そ
の
先
の
進
路
と
な
る
と
町

外
へ
出
て
し
ま
う
た
め
、他
の
地
方
に
違
わ

ず
、若
い
世
代
の
流
出
は
避
け
ら
れ
な
い
現

状
に
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
昔
か
ら
の
住
民
ど
う
し
の
結
び
つ
き
も

あ
り
、他
所
か
ら
来
た
方
と
の
交
流
に
疎
い

面
も
あ
る
地
方
独
特
の
傾
向
は
あ
り
ま
す

が
、も
う
そ
ん
な
こ
と
は
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
。

七
ヶ
宿
か
ら
出
て
い
き
た
い
人
を
追
う
よ
り
、

七
ヶ
宿
に
来
た
い
人
を
入
れ
て
構
成
し
て
い

か
な
い
と
、ひ
と
つ
の
自
治
体
と
し
て
運
営
が

難
し
く
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
ん
な
言
い

方
を
す
る
と
失
礼
で
す
が
、良
質
な
町
民
を

迎
え
よ
う
と
、色
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

（
小
関
町
長
）

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
が「
地
域
担
い
手
づ

く
り
支
援
住
宅
」。町
外

在
住
で
40
歳
未
満
の
義

務
教
育
終
了
ま
で
の
お

子
さ
ん
を
持
つ
夫
婦
を
対

象
と
し
て
お
り
、20
年
住

み
続
け
れ
ば
無
償
で
土

地
と
住
宅
が
譲
渡
さ
れ

る
と
い
う
も
の
。４
年
計

画
で
毎
年
２
棟
の
建
築
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
事
業
に
毎
年
５

０
０
０
万
円
の
予
算
を
組

ん
で
い
ま
す
。２
年
経
過

し
た
今
、４
棟
に
４
世
帯

13
名
の
方
が
お
住
ま
い

で
す
。そ
の
内
、子
ど
も

さ
ん
も
６
名
い
ら
し
た

と
思
い
ま
す
。仙
台
市
周

辺
の
地
域
か
ら
移
住
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。子
育
て
支
援
対
策
と
し
て
、保
育
料
は

無
料
、学
校
の
給
食
費
は
町
が
全
額
負
担

し
て
い
ま
す
し
、18
歳
ま
で
医
療
費
も
無
料

で
す
。第
三
子
か
ら
出
し
て
い
た
お
祝
い
も

第
一
子
か
ら
出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、

第
一
子
、総
額
30
万
円
、第
二
子
50
万
円
、

第
三
子
以
降
は
70
万
円
を
出
産
時
、小
中

高
そ
れ
ぞ
れ
の
入
学
時
の
４
回
に
分
け
て

お
渡
し
し
て
い
ま
す
。少
な
く
と
も
15
年
は

い
な
い
と
全
額
受
け
取
れ
ま
せ
ん
が
、15
年

の
歳
月
を
経
て
、町
民
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
参
加
し
て
、自
分
の
意
見
を
言
え
る
人
が

出
て
く
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。中
に

は
町
を
引
っ
張
っ
て
い
こ
う
と
い
う
人
が
出

て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。こ
う
し
た
施
策
を

通
し
て
、人
口
減
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
や
か
に

す
る
形
を
整
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。や

は
り
無
理
を
せ
ず
に
続
け
て
い
け
る
政
策

を
考
え
る
べ
き
で
す
か
ら
」（
小
関
町
長
）

三
位
一
体
と
な
っ
て

国
産
材
利
用
の
価
値
を
共
有
す
る

　
「
地
域
担
い
手
づ
く
り
支
援
住
宅
」３
・
４

号
棟
は
入
札
を
経
て
、古
河
林
業
㈱
様
が

請
け
負
い
、平
成
28
年
の
暮
れ
に
竣
工
し

ま
し
た
。
古
河
林
業
様
は
国
土
の
1
/

6
0
0
0
に
相
当
す
る
自
社
林
を
宮
城
県
、

秋
田
県
、三
重
県
に
保
有
。自
社
林
で
育
て

た
1
0
0
％
国
産
構
造
材
を
柱
、梁
、土
台

ほ
か
、合
板
ま
で
も
国
産
材
を
使
用
し
た

家
づ
く
り
に
こ
だ
わ
り
、独
自
の
取
り
組

み
で
あ
る
「
大
黒
柱
選
定
ツ
ア
ー
」
は

2
0
1
5
年
の
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞

さ
れ
て
い
ま
す
。「
大
黒
柱
選
定
ツ
ア
ー
は
、

弊
社
の
七
ヶ
宿
林
業
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
森
の
中
を
歩
き
、広
大
な
土
地
に

力
強
く
立
つ
杉
の
大
木
の
中
か
ら
、オ
ー

ナ
ー
さ
ま
ご
自
身
に
よ
り
、「
我
が
家
の
大

黒
柱
」を
選
ん
で
木
を

伐
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

私
の
家
に
も
大
黒
柱
が

あ
る
の
で
す
が
、家
族

の
思
い
出
が
家
の
真
ん

中
に
あ
る
の
は
い
い
も

の
で
す
」
。
お
話
し
く

だ
さ
る
の
は
、古
河
林
業
㈱ 

統
括
管
理

部 

部
長 

西
川
義
寛
氏
。「
な
に
よ
り
こ
の

支
援
住
宅
は
1
0
0
％
国
産
材
チ
ッ
プ
が

特
集

使うことで守れるもの
～カーボンオフセットサイディング～

人
口
減
の
ス
ピ
ー
ド
を

緩
や
か
に
す
る
形
を

整
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

カーボン・オフセット証明書。オフセット量
32,000㎏-CO2。クレジット(CO2排出権）
は間伐材事業とニチハ㈱いわき工場の
燃料転換によるプロジェクトにより創出。

「自然の中に住んでいると『これはいらないかな？』と思うものが、都会
の方にとっては価値がある場合も。それはこの町の中にいると気づかな
いので、外の方々に七ヶ宿を見ていただいて、『これ、いいんじゃない？』
というものを見つけていくことが大事かなと思います」と小関町長。

「カーボン・オフセット証明書」贈呈式の
模様。右：七ヶ宿町 小関幸一町長。
左：ニチハ㈱取締役上席執行役員 調査
部長 吉田康則。「この証明書はCO2をどれ
だけ固定・吸収・削減したかという数値を
見える化して、環境貢献を実感していた
だくことをコンセプトとしています。今回、
古河林業さんとコンソーシアムを組んで取
り組んだのは、カーボンオフセットを推進
していきましょうというメッセージでもあ
るんです」と吉田取締役。

カ
3
は
燃

七
ヶ
宿
町
が

取
り
組
む

町
の
創
生
。

地域担い手づくり支援住宅3号棟。使用外壁は、マイスターウッド調VイデアルMG
チャコール。地域の方が面接官となり、地域住民によって入居者が決まります。

地域担い手づくり支援住宅4号棟。木造2階建て、間取り4LDK。家賃は月額
35,000円。使用外壁は、ヴェレウォール調VオーグMGブラウンとマイスターウッ
ド調VイデアルMGボルドー。

古河林業㈱ 統括管理部 部長 西川義寛氏。「今後の展望
としては、林業所のあるここ七ヶ宿町で企業研修ができ
ないかなと考えています」と西川部長。
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使
用
さ
れ
た
、カ
ー
ボ
ン・
オ
フ
セ
ッ
ト
の
で

き
る
ニ
チ
ハ
さ
ん
の
外
壁
材
で
あ
る
点
に
お

い
て
、と
て
も
意
義
の
あ
る
住
宅
に
な
っ
て
い

ま
す
。
住
宅
駆
体
に
使
用
し
て
い
る
国
産

材
の
Ｃ
Ｏ
2
固
定
量
が
約
15
ト
ン-

Ｃ
Ｏ
2

な
の
で
、ニ
チ
ハ
さ
ん
の
外
壁
材
の
Ｃ
Ｏ
2

削
減
量
と
合
計
す
る
と
、一
棟
約
30
ト
ン-

Ｃ
Ｏ
2
の
環
境
貢
献
と
な
り
ま
す
。住
ま
わ

れ
る
方
に
も
Ｃ
Ｏ
2
の
削
減
量
が
数
値
と
し

て
見
え
、環
境
貢
献
を
実
感
し
て
い
た
だ
け

る
。
両
社
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、都
会
に

住
ん
で
い
る
と
気
づ
か
な
い
、例
え
ば
木
が

Ｃ
Ｏ
2
を
吸
収
す
る
と
か
、カ
ー
ボ
ン
オ
フ

セ
ッ
ト
の
仕
組
み
な
ど
を
森
に
来
て
、見
て

触
れ
て
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
れ
ば
い

い
な
と
。林
業
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
、さ
ら
に
そ
の
林
業
を
や
っ
て
い
る
七
ヶ

宿
は
ど
う
い
う
町
な
の
か
を
知
る
き
っ
か
け

に
な
る
と
い
う
流
れ
が
で
き
れ
ば
面
白
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
」（
西
川
義
寛
氏
）

　
「
た
ま
た
ま
古
河
林
業
さ
ん
と
同
時
期
に

ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
ま
し
て
、そ

こ
か
ら
何
か
で
き
な
い
か
と
い
う
話
に
な
っ

た
ん
で
す
。我
々
の
ベ
ク
ト
ル
は
一
緒
で
す
か

ら
、同
じ
目
的
で
あ
る
カ
ー
ボ
ン・
オ
フ
セ
ッ

ト
が
で
き
る
と
い
い
な
と
。こ
の
支
援
住
宅

は
栄
え
あ
る
第
一
号
で
す
」。と
弊
社
吉
田

取
締
役
。「
地
域
担
い
手
づ
く
り
支
援
住
宅

3
・
4
号
棟
に
使
用
さ
れ
た
カ
ー
ボ
ン
オ
フ

セ
ッ
ト
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
使
用
量
は
一
棟
、約

2
2
0
㎡
。お
よ
そ
一
棟
、1.

6
ト
ン-

Ｃ
Ｏ
2

の
削
減
量
と
な
り
ま
す
。こ
れ
は
、製
品
内

部
の
木
材
に
含
ま
れ
る
Ｃ
Ｏ
2
の
固
定
量
と

森
林
側
で
増
加
す
る
吸
収
量
を
、Ｃ
Ｏ
2
削

減
量
と
し
て
見
え
る
化
し
た
も
の
で
す
。森

林
組
合
か
ら
調
達
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト（
Ｃ
Ｏ

2
排
出
権
）を
製
品
と
一
緒
に
購
入
す
る
こ

と
で
、入
居
者
さ
ま
は
森
林
を
守
る
活
動
に

参
画
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ニ
チ
ハ
保
有

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
一
棟
に
つ
き
、14.

4
ト
ン-

Ｃ
Ｏ
2
提
供
し
て
い
る
の
で
、合
計
す
る
と

一
棟
、16
ト
ン-

Ｃ
Ｏ
2
の
削
減
量
に
な
り
ま

す
。一
世
帯
あ
た
り
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
を
年

間
4
ト
ン-

Ｃ
Ｏ
2
と
し
て
換
算
す
る
と
、入

居
者
さ
ま
は
、生
活
の
中
で
排
出
す
る
4
年

間
分
の
Ｃ
Ｏ
2
を
オ
フ
セ
ッ
ト（
相
殺
）で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
」（
吉
田
取
締
役
）

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で

林
業
の
活
力
向
上
を
目
指
す

　
「
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
建
築
資
材
を

作
る
と
い
う
の
は
世
の
中
が
求
め
て
い
る
こ

と
を
先
取
り
す
る
も
の
で
す
か
ら
、今
後
ど

ん
ど
ん
発
展
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。『
こ
の
住
宅
、こ
の
外
壁
に
七
ヶ
宿

の
木
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
』と
な
れ
ば
い
い

で
す
し
。皆
さ
ん
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
、

七
ヶ
宿
で
そ
れ
が
で
き
る
の
か
、コ
ス
ト
は
ど

れ
ぐ
ら
い
な
の
か
。そ
う
し
た
こ
と
を
考
慮

す
れ
ば
連
携
で
き
る
部
分
は
た
く
さ
ん
出

て
く
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。現
状
の
森
林

組
合
は
、最
初
か
ら
こ
の
ぐ
ら
い
の
利
益
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
事
業
に

対
し
て
は
得
意
で
す
が
、千
に
な
る
か
万
に

な
る
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
も
の
は
得
意

で
は
な
い
。企
業
と
の
結
び
つ
き
も
含
め
て
、

そ
れ
ほ
ど
積
極
的
な
取
り
組
み
が
な
か
っ

た
の
は
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。宮
城
県
で
は

松
喰
い
虫
が
増
え
て
し
ま
っ
て
、良
い
赤
松

が
残
っ
て
い
る
の
は
七
ヶ
宿
だ
け
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。で
す
か
ら
今
が
チ
ャ
ン
ス
だ

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。国
会
で
も
伐
期
を
迎

え
た
杉
は
積
極
的
に
伐
り
、価
値
が
出
る

形
で
販
売
し
、そ
の
跡
地
に
植
林
し
て
い
く

こ
と
を
考
え
る
べ
き
と
い
う
意
見
が
出
て
い

る
よ
う
で
す
し
。
特
に
林
業
の
活
性
化
は

本
町
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
す
。こ
れ
を

活
用
し
な
け
れ
ば
大
き
な
雇
用
は
生
ま
れ

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
小
関
町
長
）

　

七
ヶ
宿
町
の
林
家
数
は
2
7
1
戸
。80
歳

前
後
の
組
合
員
が
多
く
、高
齢
化
率
の
上

昇
が
問
題
に
。長
引
く
木
材
価
格
の
低
迷

に
よ
り
、後
継
者
と
な
る
若
年
世
代
の
林

業
に
対
す
る
関
心
や
意
欲
は
薄
い
。「
2.
3

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
最
低
限
の
単
位
と
し
て
、伐

採
、植
林
を
す
る
な
り
管
理
の
で
き
る
仕

組
み
を
作
っ
て
い
け
ば
山
が
循
環
し
て
楽
し

み
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。国
の
考
え
る
政
策
と
マ
ッ
チ
さ
せ
な
が

ら
考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。そ
の
上
で
、貴

重
な
山
の
資
源
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

町
づ
く
り
に
取
り
入
れ
て
い
く
か
、自
治
体

と
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
役
目
が
あ
る
と
思
っ

て
ま
す
」（
小
関
町
長
）

「
住
み
心
地
1
0
0
点
」
を
テ
ー
マ
に

推
進
す
る
町
の
創
生

　

七
ヶ
宿
町
で
は
、今
年
３
月
、宮
城
県
で

３
番
目
の
規
模
と
な
る
14
キ
ロ
メ
ガ
バ
イ
ト

の
太
陽
光
発
電
の
た
め
、シ
ャ
ー
プ
に
20
年

契
約
で
遊
休
公
用
地
を
貸
し
付
け
た
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、税
収
や

売
電
収
入
の
一
部
を
町
の
振
興
に
役
立
て

る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
今
年
４
月
、七
ヶ
宿
町
と
㈱
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
、み
や
ぎ
生
活
協
同
組
合
が

地
域
の
活
性
化
と
地
域
住
民
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
つ
い
て
定
め
た「
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
」の
包
括
連
携
協
定
に
基

づ
き
、ミ
ニ
ス
ー
パ
ー「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト+

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
七
ヶ
宿
店
」
を
オ
ー
プ
ン
。こ
の

一
体
型
店
舗
は
県
内
１
号
店
で
、全
国
で
も

数
少
な
い
試
み
。コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
品
揃
え
に
加
え
、生
鮮
三
品（
肉
・
魚
・
野

菜
）な
ど
の
コ
ー
プ
商
品
が
販
売
さ
れ
ま

す
。
町
は
出
店
の
支
援
、用
地
と
店
舗
整

備
を
行
う
ほ
か
、町
営
バ
ス
の
停
留
所
を
店

舗
駐
車
場
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。店
舗

外
壁
に
は
、ニ
チ
ハ
の
オ
フ
セ
ッ
ト
サ
イ
デ
ィ

ン
グ
、木
目
意
匠
が
美
し
い
人
気
の
キ
ャ
ス

テ
ィ
ン
グ
ウ
ッ
ド
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
店
舗
の
運
営
は
業
者
の
方
に
公
設
民

営
で
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
が
、全
体
の
管
理

に
つ
い
て
は『
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
』を

通
し
て
色
々
な
準
備
や
連
携
を
し
て
い
き

ま
し
た
。町
に
は
第
三
セ
ク
タ
ー
が
３
つ
ほ

ど
、指
定
管
理
に
出
し
て
い
る
も
の
が
２
つ
、

全
部
で
５
つ
の
事
業
所
に
５
人
〜
10
人
ほ
ど

雇
用
し
て
い
る
の
で
す
が
、最
終
的
に
は
そ

れ
を
一
つ
に
し
て『
ま
ち
づ
く
り
株
式
会

社
』も
し
く
は
公
社
に
し
て
、役
場
と
同
じ

く
ら
い
の
人
数
で
経
営
し
て
い
く
形
を
と
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。30
人
ほ
ど
が
こ
こ
で

活
動
す
れ
ば
役
場
も
う
か
う
か
し
て
い
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
し
。職
員
が『
な
ん
で
こ

ん
な
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
の
？
』と
言
わ
れ

る
よ
う
な
環
境
に
な
る
の
が
理
想
的
で
す

ね
。今
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
が
委
託
と
い
う

形
で
受
け
て
頑
張
っ
て
い
る
の
で
す
が
、そ
れ

だ
と
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
か
な

い
と
思
う
ん
で
す
。対
等
な
形
で
言
い
分
を

話
し
合
う
よ
う
な
関
係
に
な
れ
ば
い
い
で
す

ね
。そ
の
仕
組
み
を
作
る
こ
と
で
私
の
考
え

る
切
磋
琢
磨
す
る
関
係
が
で
き
る
か
な

と
。そ
う
す
れ
ば
、役
場
に
も
そ
の
企
業
に

も
若
い
方
が
入
っ
て
き
や
す
い
と
思
い
ま
す

し
、町
の
創
生
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
」（
小
関
町
長
）

　

今
後
、古
河
林
業
㈱
様
と
ニ
チ
ハ
は
、両

社
の
取
り
組
み
を
活
か
し
、カ
ー
ボ
ン・オ
フ

セ
ッ
ト
を
通
し
て
七
ヶ
宿
町
の『
ふ
る
さ
と

創
生
総
合
戦
略
』施
策
の
一
助
と
な
る
、森

林
再
生
に
よ
る
新
事
業
の
創
出
へ
と
発
展

さ
せ
て
い
く
計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

特
集

使うことで守れるもの
～カーボンオフセットサイディング～

「
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」
を
役
場
と

同
規
模
の
組
織
と
し
て
育
て
、

町
の
創
生
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

古河林業㈱七ヶ宿林業所所長 小山真
光氏。小山氏が「大黒柱選定ツアー」の
案内人を務めます。

古河林業㈱様主催の「大黒柱選定ツアー」。2015年ウッドデザイ
ン賞受賞（ソーシャルデザイン部門 コミュニケーション分野）。

4/21にオープンした「ファミリーマート+ＣＯＯＰ七ヶ宿店」。このミニスーパーを核に賑わい拠点施設（なないろひろば）として、コインランドリー、ガソリンスタンド、
多目的交流施設、入浴施設、町営住宅などが今後3年間に整備される予定。外壁に、ニチハのキャスティングウッド ミディアムブラウンＭＧが採用されています。
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フ
ュ
ー
ジ
ェ
は
超
高
耐
候「
プ
ラ
チ
ナ
コ
ー
ト
」の
採

用
で
ロ
ン
グ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
化
を
実
現
。
再
塗
装
費

用
、シ
ー
リ
ン
グ
打
ち
替
え
費
用
、足
場
費
用
な
ど
、

従
来
の
外
壁
材
に
か
か
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
を

大
幅
に
圧
縮
し
ま
し
た
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
で

大
き
く
差
を
つ
け
る
外
壁
材

「
フ
ュ
ー
ジ
ェ
」

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！

フ
ュ
ー
ジ
ェ
な
ら
ス
ッ
キ
リ
美
し
い
壁
面
に
仕
上
が
り
ま
す
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
を
大
幅
に
削
減
! 

キ
レ
イ
が
長
続
き
す
る
新
し
い
外
壁
材
で
す
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
で

約
2
5
0
万
円
の

差
が
!?

長
い
目
で
見
れ
ば
断
然
お
ト
ク
で
す
!

シーリング目地に比べて
板の継ぎ目が目立ちにくい。

汎用シーリングは経年劣化に
よって凝集破壊や切れなどが
発生することがあります。

シーリング目地

汎用シーリングの不具合で
お悩みではありませんか?

汎用シーリングの
凝集破壊

汎用シーリングの
切れ

シーリング仕様

※換気口まわりなどシーリング目地が必要になる部位があります。

フュー
ジェはすごい!

※上記はプラチナコートの代表例をグラフにしたものです。（自社試験）商品の濃淡によって色差の値が変わります。
※住宅の地域、環境や使用条件によって状況が異なりますので、メンテナンススケジュールについては住宅会社様または
　工務店様にご相談ください。

分子結合力が紫外線より強い！ 独自の厳しい試験基準をクリア!
プラチナコートは分子に
435kJ/molの結合エネル
ギーを持つSi-O結合を含み
ます。Si-O結合は紫外線エ
ネルギーの410kJ/molを上
回る安定した結合力を持つ
ため、外壁材をしっかりガード
することができます。

プラチナコートは、強い陽射
しや熱・雨などの過酷な自然
環境を再現するサンシャイン
ウェザーメーター試験で、
18,000時間をクリア。色あ
せ・日焼けに強い超高耐候
性を実現し、長期間にわたっ
て美しい外観を維持します。

〈初 期〉 〈SWOM 18,000時間〉
プラチナコート

旧有機塗装品

超高耐候なワケ!

【メンテナンスについてのご注意】
●メンテナンススケジュール・メンテナンスコストは、日常点検・定期点検の実施、弊社標準施工の遵守、プラチナシールを含む弊社純正部材を使用した場合のモデルプランの一例です。住宅の地域、環境や使用条件によって
状況が異なりますので、メンテナンス計画を立てる目安としてご活用ください。 ●同質出隅の張り合わせ角部・傷補修部分・釘頭のタッチアップなどの補修塗料使用箇所、釘頭の塗膜、鋼板部材は、外壁材表面と完全に同一
ではありませんので、本モデルプランは適用されません。 ●日常点検・定期点検において、外壁材本体に部分的な亀裂（クラック）、欠け、こすれ傷、汚れなどの傷みが見られた場合は、パテ埋め補修や部分的な張り替え、
塗装補修などを行ってください。また、シーリングに部分的な目地痩せ、はく離、亀裂、汚れなどの傷みが見られた場合は、部分補修や洗浄などを行ってください。適切な時期に適切なメンテナンスをせず放置すると、外壁材のみな
らず建物全体に不具合が発生することがあります。また、地震や台風などの後にも点検を行ってください。 ●外壁材の塗り替えは、一般的なアクリルシリコン塗料を使用した場合を想定しています。表面の劣化状況によっては、
クリアー塗装ではなく、エナメル塗装になることもあり、その場合は、単色仕上げとなります。またクリアー塗装が可能な場合でも、塗膜の劣化が進んでいた場合、新築時の色と異なることがあります。 ●工事費用・メンテナンス費
用は「積算資料ポケット版リフォーム編2017」を参考に算出した試算金額（税抜）です。日常点検・部分補修費用などは含まれておりません。参考値であり、実際のメンテナンス費用については住宅会社様または工務店様にご
相談ください。 ●メンテナンススケジュール・メンテナンスコストは、時期および内容を保証するものではありません。

フュー
ジェはおトク!

色
あ
せ
に
強
い

プ
ラ
チ
ナ
コ
ー
ト

超
高
耐
候「
プ
ラ
チ
ナ
コ
ー
ト
」が

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
か
か
る
再
塗
装
費
用
を
減
ら
し
ま
す
!

外
壁
ど
う
し
の
継
ぎ
目
に
シ
ー
リ
ン
グ
目
地
が
入
ら

な
い
た
め
、一
体
感
の
あ
る
フ
ラ
ッ
ト
な
壁
面
を
演
出
で

き
ま
す
。シ
ー
リ
ン
グ
の
黒
ず
み
汚
れ
や
シ
ー
リ
ン
グ

切
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

継
ぎ
目
が
目
立
ち
に
く
い

ス
ッ
キ
リ

美
し
い
壁
面

シ
ー
リ
ン
グ
目
地
に
比
べ
て
継
ぎ
目
が
目
立
ち
に
く
い
！

フュー
ジェはうれしい!

一般戸建住宅での
メンテナンスコスト

10年前後
メンテナンス

20年前後
メンテナンス

合計 約125万円

点検・部分補修

シーリング打替

再塗装

仮設足場

約0万円※1

約30万円

約60万円

約35万円

合計 約125万円

点検・部分補修

シーリング打替

再塗装

仮設足場

約0万円※1

約30万円

約60万円

約35万円

点検・部分補修点検・部分補修

金具施工品・
汎用シーリング納め

一般的な塗装品※2

＋
プラチナシール

約0万円※1 約0万円※1

メンテナンスコストが約250250万円もおトク！

2000 4000 6000 8000 10000 12000 14000 16000 18000経過時間（ｈ）

色
差（
ΔE
）

色あせが進行

55

44

33

22

11

00

20年
相当

10年
相当

30年
相当

ここまでは変褪色が
あまり目立たない

■促進耐候性試験（SWOM試験）強い日差しや熱、
　雨などの過酷な自然環境を再現する試験です。

6

※  2階建て=外壁面積約170㎡における概算金額
※1  必要に応じて住宅会社様、工務店様へご相談ください。
※2  一般的な塗装品：10年サイクルを目安にメンテナンスを推奨している製品

※「マイクロガード」は
株式会社LIXILの登録商標です。

汚れが
表面に付着

水を
かける

従来の外観Fu-ge の外観 シーリングありシーリングなし

※出隅部や
開口部まわりは
シーリング納め

※画像は
イメージです。

※画像は
イメージです。

フ
ュ
ー
ジ
ェ
は
従
来
の
塗
料
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
超
高
耐
候
塗
料

を
採
用
。10
年
か
ら
15
年
ご
と
に
必
要
で
あ
っ
た
再
塗
装
工
事
の
期

間
を
大
幅
に
延
ば
す
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。し
か
も
、セ
ル
フ

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機
能
付
き
だ
か
ら
、キ
レ
イ
が
ず
っ
と
続
き
ま
す
!

雨
水
で
汚
れ
を
洗
い
落
と
す

セ
ル
フ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機
能

建
て
た
と
き
が
一
番
き
れ
い
と
い
う
認
識
の
住
ま
い
。ニ
チ
ハ

の
マ
イ
ク
ロ
ガ
ー
ド
は
、雨
で
汚
れ
を
洗
い
落
と
す「
セ
ル
フ

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機
能
」で
家
の
美
し
さ
を
持
続
さ
せ
ま
す
。

マイクロガード品

汚れがきれいに
落ちる

従来の塗装品

汚れが
落ちにくい

空気中の水分子で
膜を形成

プラチナコート＆
マイクロガードが
ダブルできれい！

雨水

汚れ

空気中の水分子

塗 

膜

マ
イ
ク
ロ
ガ
ー
ド
層

シリカ粒子が空気中の水分子を
吸着し、外壁表面に薄い水分子
膜を作ります。付着した汚れの下
を雨水が通り、汚れが一緒に流
れ落ちます。

プラチナコートによる超高耐候
性とマイクロガードによる「セル
フクリーニング機能」を組み合
わせれば、長期間の防汚性を
持続させ、家の美しさをさらに長
く保つことができます。

水
分
子
膜

マ
イ
ク
ロ
ガ
ー
ド
層

プ
ラ
チ
ナ
コ
ー
ト

基材 塗装面

さらに美しさ持続!

Connect to the Future generation
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NEW LINE UP

リヴグレーE  イメージ

印刷物のため実物の色柄と異なります。商品サンプル等でご確認願います。

EFF2221E  リヴホワイトE

EFF2224E  リヴグレーEEFF2223E  リヴイエローE

EFF2222E  リヴアッシュE

ソラニティーオレンジE  イメージ

印刷物のため実物の色柄と異なります。商品サンプル等でご確認願います。

EFF2321E  ソラニティーホワイトE

EFF2324E  ソラニティーダークグレーEEFF2323E  ソラニティーブラウンE

EFF2322E  ソラニティーオレンジE

リヴコロール
サイズ：16×455×1,820mm
 4,800円/枚（税抜）
 5,796円/㎡（税抜）

石肌の素材感と、
大きな割りを活かした落ち着きのある
上品な色調と表情が、高級感のある
モダンな外観に仕上げます。

ソラニティー
サイズ：16×455×1,820mm
 4,800円/枚（税抜）
 5,796円/㎡（税抜）

特徴的な凹凸のテクスチャーと
大小のタイルを、
変化を与えつつも整然と並べることで
個性的で安定感がある壁面を演出します。
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NEW LINE UP

シュマールベージュE  イメージ

印刷物のため実物の色柄と異なります。商品サンプル等でご確認願います。

EFF2421E  シュマールベージュE

EFF2424E  シュマールグレーEEFF2423E  シュマールブラウンE

EFF2422E  シュマールアイボリーE

シュマール
サイズ：16×455×1,820mm
 4,800円/枚（税抜）
 5,796円/㎡（税抜）

人気の細割りボーダータイル柄。
柔らかなテクスチャーと変化のある
ピース幅で動きと立体感を表現。
ベース柄からアクセント柄まで
幅広くお使いいただけます。

フュージェ

開館時間／AM10:00～PM5:00　休館日／毎週水曜日（広島ショールームのみ毎週水・木曜日）・5月GW・夏期休暇・年末年始
詳細につきましては、最寄りの各ショールームまでお問い合わせください。（特に、営業日、営業時間につきましては、必ずご確認ください。）

広島ショールーム
広島市南区京橋町1番23号
（三井生命広島駅前ビル1F）
TEL（082）568-7608  FAX（082）568-7609

札幌ショールーム
札幌市東区北42条東15丁目1番1号
（栄町ビル1階）
TEL（011）753-7775  FAX（011）753-6660

大阪ショールーム
大阪市西区南堀江一丁目4番19号
（なんばスミソウビル1F）
TEL（06）6532-2265  FAX（06）6532-2275

仙台ショールーム
仙台市太白区越路28番8号
TEL（022）395-6778  FAX（022）265-8588

S h o w
r o o m

広島ショールーム

本社ショールーム

大阪ショールーム

福岡ショールーム

鹿児島ショールーム

東京ショールーム
東京都中央区日本橋一丁目15番1号
（パーカービル1F）
TEL（03）3548-0191  FAX（03）3548-0202

福岡ショールーム
福岡市博多区博多駅前四丁目2番1号
（ザイマックス博多駅前ビル1F）
TEL（092）436-8099  FAX（092）436-8087

本社（名古屋）ショールーム
名古屋市中区錦二丁目18番19号
（三井住友銀行名古屋ビル1F）
TEL（052）220-5113  FAX（052）220-5160

鹿児島ショールーム
鹿児島市与次郎二丁目4番35号
（KSC鴨池ビル1F）
TEL（099）813-4118  FAX（099）813-4128

住宅外装に関する商品を豊富に展示している
ニチハのショールーム。
実際に見たり、手でふれたりしながら、
デザインや色調、質感などを
ご確認いただけます。

CM動画は、
ホームページにて公開中！

仙台ショールーム

東京ショールーム

札幌ショールーム

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
で

大
き
く
差
を
つ
け
る

家
づ
く
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
耐
久
性
と

ロ
ン
グ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
実
現
し
た
外
装
材
。

Nichiha across the view　　1415　 Nichiha across the view



NEW LINE UP

印刷物のため実物の色柄と異なります。商品サンプル等でご確認願います。

クラーロレッド/クラーロイエロー/クラーログリーン/クラーロブルー/クラーロエメラルド  イメージ

EFM201F  クラーロレッド EFM203F  クラーログリーンEFM202Y  クラーロイエロー

EFM204F  クラーロブルー EFM205F  クラーロエメラルド

印刷物のため実物の色柄と異なります。商品サンプル等でご確認願います。

New Color

サイズ：16×455×1,820mm
7,000円/枚（税抜）
8,453円/㎡（税抜）

人々の“Memory”（記憶）に残る
印象的な壁。

サイズ：16×455×1,820mm
6,500円/枚（税抜）　7,849円/㎡（税抜）
新色（P16）・ホワイト（ETM301F）は 
7,000円/枚（税抜）　8,453円/㎡（税抜）

“Memory”（記憶）に深く刻まれる色。

未来を映す“Mirror”（鏡）の輝き。

サイズ：16×455×1,820mm
17,000円/枚（税抜）
20,529円/㎡（税抜）

※カラーラインナップをパレットで表現しています。
実際のサイズや施工とは異なります。

※カラーラインナップをパレットで表現しています。
実際のサイズや施工とは異なります。

 マット肌20色
（ヴィヴィッド
 カラー5色）

鏡面16色
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NICHIHA
SIDING AWARD

2017
開催中

本年もNICHIHA SIDING AWARD 2017を
開催いたします。

審査委員長に建築家の難波和彦氏、
新たな審査員として

インテリアデザイナーの飯島直樹氏をお迎えし、
ニチハ製品をご採用いただいた作品を

審査いただきます。

建築家・東京大学名誉教授。放送大学
客員教授。1977年一級建築士事務所 
(株)界工作舎を設立。代表作に「箱の
家」シリーズがあり、標準化・多様化・サ
ステナビリティをコンセプトに掲げた都
市型住宅のプロトタイプとしてデザイ
ン・開発を手がける。グッドインテリア
デザイン賞、新建築吉岡賞、住宅建築
賞、JIA環境建築賞、建築学会賞業績
賞など多数受賞。

難波和彦

インテリアデザイナー。1985年飯島
直樹デザイン室を設立。2011年から
2016年工学院大学建築学部教授。
JCDデザイン賞、APIDA（香港）賞な
どを多数受賞。5Sニューヨーク、
blupondソウル、PMOオフィスビル
プロジェクト、工学院大学ラーニングコ
モンズ新宿・八王子などインテリアから
環境全般のデザインまで幅広く活躍。

飯島直樹

下記の応募要項で、建設会社様、設計事務所様、リフォーム会社様等の
専門家向けとして実施いたします。

弊社商品（金属製外装材含む）を外装あるいは内装に使用し、2016年8月以降に
新築またはリフォームされた建築物。

対 象 作 品

審 査 基 準 ニチハ標準施工で商品の柄や特性をうまく活かし、建て主様の意向に沿い、時流に
合った外観デザインであること。また、周囲との調和や外構デザインにも配慮されて
いる作品であるかについて、施工写真や設計要旨から判断のうえ審査します。

グ ラ ン プ リ
プ ラ チ ナ 賞
ゴ ー ルド 賞
入 賞
F u - g e 賞
リフォーム賞
公 共 建 築 賞

ニ チ ハ 賞

住宅部門・非住宅部門各1点 合計2点
住宅部門・非住宅部門各1点 合計2点
住宅部門・非住宅部門各1点 合計2点

10点
数点
数点
数点

30万円（旅行クーポン券）
10万円（旅行クーポン券）
 5万円（旅行クーポン券）
 3万円（旅行クーポン券）
 3万円（旅行クーポン券）
 3万円（旅行クーポン券）
 3万円（旅行クーポン券）

別途、建て主様に5万円（旅行クーポン券）
別途、建て主様に3万円（旅行クーポン券）
別途、建て主様に2万円（旅行クーポン券）
別途、建て主様に1万円（旅行クーポン券）
別途、建て主様に1万円（旅行クーポン券）
別途、建て主様に1万円（旅行クーポン券）
別途、建て主様に1万円（旅行クーポン券）

約30点　  記念品を贈呈いたします。

締 切 日 2017年8月10日（木） ※当日消印有効

賞 品 各受賞作品において、以下のとおり賞品を贈呈いたします。

　

林
野
庁
が「
公
共
建
築
物
に
お
け
る

木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方

針
」の
一
部
改
正
を
行
う
。今
年
5
月

23
日
ま
で
一
部
改
正
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
行
い
、間
も
な
く
告
示
の
予
定

だ
。（
6
月
8
日
時
点
）

　

平
成
22
年
に「
公
共
建
築
物
等
に
お

け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」（
木
材
利
用
促
進
法
）が
施
行
、そ
の

後
の
取
り
組
み
状
況
の
点
検
結
果
な
ど

を
踏
ま
え
て
見
直
し
を
行
っ
た
も
の
で

あ
る
。Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
木
質
耐
火
部
材
な
ど
の

新
た
な
木
質
部
材
を
積
極
的
に
活
用
し

て
い
く
こ
と
を
明
記
し
、公
共
建
築
物
の

木
造
化
を
加
速
し
て
い
く
。

低
層
高
層
建
築
物
の
木
造
率

Ｈ
32
年
ま
で
に
３
割
超
え
を
目
指
す

　

木
材
利
用
促
進
法
は
、国
産
材
の

有
効
活
用
な
ど
を
目
的
に
、３
階
建
て

程
度
の
低
層
の
公
共
建
築
物
に
つ
い
て

原
則
、す
べ
て
木
造
化
す
る
こ
と
を
定

め
て
い
る
。こ
の
法
律
を
受
け
、国
は
具

体
的
な
木
材
利
用
の
取
り
組
み
方
針

な
ど
を「
公
共
建
築
物
に
お
け
る
木
材

利
用
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
」と

し
て
ま
と
め
た
。ま
た
、各
自
治
体
も
、

２
０
１
２
年
ま
で
に
47
都
道
府
県
す
べ

て
が
基
本
方
針
を
策
定
、２
０
１
６
年

末
で
１
５
３
４
の
市
町
村
（
全
体
の

88
％
）が
基
本
方
針
を
策
定
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
取
組
み
に
よ
り
、低
層
の

公
共
建
築
物
の
木
造
化
が
進
ん
だ
。平

成
22
年
度
の
木
造
率
は
1
7.

9
％
で

あ
っ
た
が
、平
成
27
年
度
は
2
6.

０
％

に
ま
で
高
ま
っ
て
い
る（
表
）。

　

今
回
の「
基
本
方
針
」の
見
直
し
は
、

こ
う
し
た
動
き
に
さ
ら
に
加
速
を
つ
け

る
こ
と
が
目
的
。平
成
32
年
ま
で
に
低
層

の
公
共
建
築
物
の
木
造
率
を
3
2.

０
％

の
目
標
達
成
を
目
指
す
。

新
木
質
部
材
も
積
極
的
に
採
用

市
場
拡
大
に
期
待

　
「
基
本
方
針
」の
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト

は
表
の
通
り
で
あ
る
。

　

地
方
公
共
団
体
に
対
し「
措
置
の
実

施
状
況
を
定
期
的
に
把
握
し
、課
題
を

分
析
し
、必
要
に
応
じ
方
針
を
変
更
す

る
よ
う
に
努
め
る
」、「
関
係
部
局
横
断

的
な
会
議
の
設
置
に
務
め
る
」と
、地
方

公
共
団
体
に
さ
ら
な
る
取
り
組
み
の

加
速
を
求
め
て
い
る
。

　

ま
た
、木
造
住
宅
の
耐
用
年
数
に
つ

い
て「
劣
化
対
策
な
ど
を
適
切
に
行
う

こ
と
で
長
期
に
わ
た
り
利
用
が
可
能
で

あ
る
こ
と
を
考
慮
」と
規
定
し
た
こ
と
も

木
造
建
築
の
普
及
の
追
い
風
に
な
ろ
う
。

　

見
直
し
の
な
か
で
特
に
注
目
さ
れ
る

の
が「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
新
た
な
木
質
部
材
の

積
極
的
活
用
の
観
点
か
ら
の
見
直
し
」

で
あ
る
。

　

近
年
、Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
木
質
耐
火
部
材
な

ど
の
技
術
開
発
が
進
み
、木
造
建
築
の

可
能
性
を
広
げ
る
新
た
な
木
質
部
材

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、基
本
方

針
に
そ
れ
ら
の
活
用
を
明
記
し
た
。具

体
的
に
は
、「
建
築
物
に
お
け
る
木
材

の
需
要
の
拡
大
の
た
め
、Ｃ
Ｌ
Ｔ（
直
交

集
成
板
）や
木
質
耐
火
部
材
な
ど
の
新

た
な
木
質
部
材
の
活
用
に
務
め
る
も
の

と
す
る
」と
い
う
一
文
が
追
加
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
木
質
部
材
を
活
用
す
る
こ
と

で
木
造
率
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　

ま
た
、防
耐
火
に
関
し
て
の
見
直
し

も
注
目
さ
れ
る
。平
成
26
年
６
月
の
建

築
基
準
法
改
正
に
よ
り
、３
階
建
て
の

木
造
の
学
校
な
ど
に
つ
い
て
、一
定
の
防

公
共
建
築
物
の
木
造
化
を
さ
ら
に
加
速

〜
木
材
利
用
促
進
法
の
基
本
方
針
を
見
直
し
〜

注：「建築着工統計調査平成27年度」（国土交通省）のデータを元に林野庁が試算
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木造率の推移

「公共建築物における木材の利用の促進に関する
基本方針」の一部改正  見直しの主なポイント

建築物全体

うち公共建築物

うち低層の公共建築物

火
措
置
を
行
う
こ
と
で
準
耐
火
構
造
等

で
の
建
築
が
可
能
に
な
っ
た
。こ
れ
を
受

け
て
基
本
方
針
で
は
、当
該
学
校
な
ど

の
建
築
を
促
進
す
る
旨
を
明
記
し
た
。

　

木
材
利
用
促
進
法
は
、そ
の
名
称
の

通
り
公
共
建
築
物
に
お
け
る
木
材
利
用

を
促
す
も
の
で
あ
る
が
、同
法
施
行
を

一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
木
造
建
築
が

あ
ら
た
め
て
注
目
を
集
め
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。新
た
な
木
質
部
材
を
積
極

的
に
採
用
す
る
こ
と
は
、そ
の
市
場
拡

大
を
促
す
。公
共
建
築
に
お
け
る
動
き

は
、民
間
に
お
け
る
木
造
化
の
流
れ
を

加
速
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
そ
う
だ
。

〇国は、木材利用の促進に資する有益な情報や優良事例などを
　取りまとめ、地方公共団体に対し共有する旨を規定。
〇地方公共団体は、都道府県方針又は市町村方針に基づく措置
　の実施状況を定期的に把握し、課題を分析し、必要に応じ当該
　方針を変更するよう努める旨を規定。
○公共建築物の整備を検討するに当たり、木造の耐用年数は非
　木造に比べ短いが、劣化対策等を適切に行ったものは長期に
　わたり利用が可能であることを考慮する必要がある旨を規定。

（１）法施行後の取組状況の点検結果を踏まえた見直し

〇国又は地方公共団体は、CLTや木質耐火部材等の新たな木質
　部材について活用を促進する旨を規定。

（２）CLT等の新たな木質部材の積極的活用の観点からの見直し

○平成26年６月の建築基準法（昭和25年法律第201号）改正に
　より、３階建ての木造の学校等について、一定の防火措置を行
　うことで準耐火構造等で建築が可能となったため、国又は地方
　公共団体は、当該学校等の建築を促進する旨を規定。
○公共建築物に利用される木材を供給する林業従事者、木材製造
　業者等は、合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する法
　律（平成28年法律第48号）に基づき、合法伐採木材等の円滑
　な供給の確保を図る旨を規定。

（３）その他法律の制定及び改正を踏まえた見直し
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22016年
最優秀レジリエンスレジリエンス賞（住宅・建築）受賞（住宅・建築）受賞

2015年
優秀賞受賞

『ニチハエコ外壁プロジェクト』『オフセットサイディングを利用した
公共建築物の価値向上に向けた取り組み』

ニチハ株式会社
名古屋市中区錦二丁目18番19号 
三井住友銀行名古屋ビル
TEL（052）220-5111
編集／ナビュー編集室

ホームページアドレス 
http://www.nichiha.co.jp/

毎日お世話になっている洗濯機や冷蔵庫、TVや炊飯器などの家電がそろそろ15年選手のわが家。壊れるまで、動くうちはもったいなくて
使い続けたいと思っていますが、どうやら、家電の省エネ性能は昔に比べ格段に向上しているようで。古い家電を使い続ける方がかえっ
て「もったいない」こともあるようです。10年前の製品との電気代や消費電力量、CO2排出量の削減効果の比較が簡単にできるアプリも
あるようなので、まずは調べることから始めてみようと思います。
　さて、今年もNICHIHA SIDING AWARDを開催中です。締切りは8月10日（木）までです。皆さまからのご応募をお待ちしております。（T）

編 集 後 記

『CLTと木質系セメントボードの
国産材トリプル構造による建築物の強靭化』が

ジャパン・レジリエンス・アワード（強靭化大賞）2017

CLT建築物に国産材を使用した弊社の木質系セメントボードを外装とその下地に使
い、外壁部分を木材のトリプル構造にすることが、建築物のレジリエンス性を高める取り
組みであると、高い評価を受けました。
※CLTとはCross  Laminated Timber（クロス・ラミネイテッド・ティンバー）の略で、ひき板を繊維方向が直交する
ように積層接着した大判パネルです。欧米を中心にマンションや商業施設などの壁や床として普及しており、国内に
おいても新たな木質構造用材料として注目されています。

ジャパン・レジリエンス・アワードとは
安倍内閣が提唱する国土強靱化の実現に向けて創設された表彰制度です。

初代国土強靭化担当大臣（古屋圭司）賞を受賞

ジャパン・レジリエンス・アワード

3年連続受賞

築物の強靭化』が

ワード（強靭化大賞）2017

ワードとは
表彰制度です。

古屋圭司）賞をををををを受受受受受受受受賞賞賞賞賞賞賞賞賞


